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　　　　　　　流霞機械の内部の流れの膿子を知るには，普

　　　　ゴ
L，@　　　　逼のL皐型ピトー管より圓筒型ピトー管が便

　　　　　　利なことが多い．ここではその團筒型ピトー管

　T　　　の2，3の基礎的性能について観明をしよう．
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　淵獲の流れの状態を測定するのに讐通用・いられるピボ

肩管はL宇型（例えぱN・P．］しi型ゲッチソゲソ型）（1）

のもので，ごのピトー管綜精度も良く，測定すべぎ墜聞

起盤裕があり流れが一檬に近いときには便利であるが，

流瞳機脚内部・例え睦湘韓部fiの近くでの測定にぱ不

向きである．これに比べると糟慶はいくらか落ちるが，

こんな場合にも簡輩に便えるものに園筒型ぜトー管があ

る・これは第1瞳に示すように，先端をとじ弛圓管の偲
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第1圖

∴『∴既㌦∴盤≧：1灘

方向を測る方法（3）廊d瞳e㎞er④による洗れあ纏を

測る方法，（5）沼知教授（6）によるこのぜトー誉の穫々の特

性についての綿密な1　などである．
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第2圖

AB断面
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　　　　　　　　　　　第3圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄
　製上の諸研究の結果を綜合し，このピト　・一　ewの特性に

ついて問題とすべき融を掲げると・

　（1）ピトー管の先端から測定孔まその距離」

（第1皿参照）の幽警　　・　　　　　’　　　L　　　、

沼知激授の研究ωによれば，・第4圖のように縦軸に

f

壁に小孔をあけ，．（a）のよ5にして全塵を測り（b）の

ようにして静歴と方向を測るもので，製作欝鑑が簡軍で

取扱いが容易であるなどの特徴がある．

　このピトー管については昔から多くの研究がある．例

えば田丸教授（2）によるZ孔のu’　S　・一　ewを固定して風の

　　　　駐（1）　このピトー管で流蓮と方向塾測ることについて陰下記の女献避

　　　　　　　ある．
　　　　　　°　　ピト向鐙の特性について，廉重寛九郎，機槻摯金誌，

　　　　　　　　30巻，127魏
　　　　　K2）τ㌧㍗m・・u・航卿贈・鐙1強，鐙珊

　　　　　稀　　　　　　　　噸
∂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽4噛撫惑　　　　　f、－t

　●
　　（3）　鑛2圖のように風がk’の場合2つの孔の歴ガ差によつて動く

　　　　針の騨C缶）1（U・は騨・臨・は物繭をか

　　　　け，あらかじめ％oのとき響いてある槍定曲線（露2圏（b））

　　　　によりゐ’の方向θを知る．　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　（4）Mea＄urement　of　s堀恒c　pτeミsureg

　　　　Fechheirner；Mech　Eng．，1927．頁871．
　　㈲　ρを欝歴を測る角度とし，2θ沁・けはなれた2つの孔の匪力を

　　　　Pt　3’Mの右樋の匪力計でバランスさぜると同時に♪左興の謎力

　　　　計で欝蟹を護む．

、　　　　（6）　　謬歴・　方霞蜜・　蓮度「暫同時にはかるピ亀トー愚

　　　　第一・報，欝二執沼知鵡蕊郎，

　　　　謙陸奮総，34燈，1学1　號叉び　175胱
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　　　　　　　　　　　一号

　　　　　　　　　　　　　第4国
　　　ける流速，．ρは流膿密度）および欝願を鋤るべき孔の位

　　　置を示す角度θをとb，横軸に」をとつて蜜験値を整理

　　　し寒結果1≧2・4D（Dは管径）に饗して1の影響が無碗さ

　　　れる．しかしζが1より大になる融に疑問が残つている・
　　　　（2）ξおよびθとレイノルズ数（Re鴻璽～但しン膝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　　．勤穂性係籔）ζ㊨瞬係

　　　　沼知激授の研究（8）によればこの關係は第5圖のよう

　　　になる．ζ，θの値が＆＝103の附近で階段的に攣るだ
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　゜’　けで，實用目的からいえば，RI，，＜103と＆＞103の場合

　　　央々づ定と見てよいという結論になつている・しかしさ

　　　らに廣い範園の＆敏に鍬してこれ等の關係をもとめて

　．　おく必要がある・一

　　　　そこで以上の諸黙を中心として，學生河西龍一，松村

　　　爲雄爾君の援助を得ておこなつた研究の結果を以下｝cmb

　　　べる．

　　　　2－1先端効果
　　　　第1圖の①のよ5な孕無限圓筒のまわりの流れを理

、、　　論酌に求めるために圓筒の軸上に＝重吹出しを適當に分

　　　布させ，これと軸に直角な一様潔テソシヤル流れを組合

　　　わせて近似的にといて見た・その結果は第6圓のよ5に

　　　なる・（縦軸ξは第4圖と岡様・但し1／Dは第1圖参照）

蕪　　　同翻には第1圖の1，∬にりいておこなつた實験結果を

　　・も示してある．蜜験は鳥＝＝O；8～1・5聴104¢）範園で爵こ

　　為なつたが，この範團では1亀藪に露る墜化は壱まとんど見

tL．　ら纏かつを粘性や後流の糖があるので贈と瀞

．　ソシャ・硫れとの騨嫡罵に潮できないカミゆ≧妬

〆1 謔Pン冨齢i　1　’グ・織∵・1：燃熱還
　　　　　　　’　　　　　　　　　　・　㌧　　　　　　　　　‘　373　㌧　～　／／’：

の範国では先端効果が大腔なくなることがわかる．（9）
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Q－2解撃を郵るべき角度θ　　　．　留　　，

　逡風機め興込口≧畦貴口とで簑駿をお弓なつた蘇を

第7圖に示す審考のkめ沼知灘購よびN．P．L．（1°）as

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
　　　　　　　　　　　Re
　　　，　　　　　　　第7圓
測定値ものせておいた．測定ば2つの系列に分れている．

・が∫この原困為してはピート管の管樫や孔樫ヵミ異り，流

れの條件も異つているので懸的なことはいえないが，

圖申×は吸込口▲は吐出ロでおこなつたととおよび沼知

1敦授の實験値は水槽の上を電専を走らせて痴こなわれた

ものであることを考えあわせると，概して凱れが大きい

とρが小さくなるようである・鼠れが大きいと境界暦Q

’剥離識は後逡してポテソシヤル流れに近くなるためであ

ろう．

　2－3　流れと管軸の聞の慨き角αの膨響

　、實験値の一例を第8圖に示ナ曲繍ま必ずしも軸に膿
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　　　tt・欝1　　，，」／　　一

・搬驚嚢雛禁灘さ識㌢醗餐、
　　　　るαに封してζ・eが散らないならば工夫することによ一

9　　’O，て三次元流れの測定に使えそうである，a＝Oの附近で

　　　・⑳勧劇旗凱で昏θ嚇ホ麟と、・
　　　　うことは湾卸…麹9撚一と岡ee・c：“ある・『　　　｝

　　　　　3．結・謄　〆　　　　　　　　　　　　　・’

　　　　　　　　　ノ

　　　　灘萌勲測ることには丸た醐まな・魁もう

　　　毒糠織離齢雛繍鵬響
　　　纒の値が正確に求め難い・そ㊧ため轟敷が墜化して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰
　　　　　　　・’と㌘緯．蓬観艶随」、

蕊灘灘讐臨蒙肇鐙登鋸課
戯る種麟粧確を勲練るしか㌧第7圖で痴
遷滋う鰍毒凄にょつでθ淋墜化しているので，∵

もし普通に生ずる簸れの範域内でρの攣化が無覗できな

いならぱ・舞れ麟磐な鮎喪サ鄭獲トP搬ヒ

精詠隈界が蕨うで泌ζ灘tfト勧難ん
だけでなく攣聞の煉さ（餓ば灘の洗れでいる導管

の径〉で考えた．凡教の影響が不り問題は灘になる・．ン

讐欝購郷つと鰍研窮纈であ
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　統計力學的脚性論の登農Kともない，魯ム弾性の本

質はエントロe°　一’的である、ことが明らかとなつた・模

型的に考えて高弾性が實現する理由は，内部椿逡の長

鎖分手間’における相互位置及び配向を墜える熱蓮動

　くこれをマ客ロプラウン蓮動とのいう）が或程度に拘束

され，かつ長鎖玲子の構成翠位である鎖員がポテンシ

ャルの障壁を越して捌の安定な位置に移り，鎖員の梱

互位置や配向を攣えるミクロブラウン運動の薗由性を

考えることによつて一磨設明することぶでき　6・・この

ことは紙，パルプ等をた’くさん積み重ねて荷重をかけ

准揚合にも，その繊維の相互作用，幾何學的な搦み合

いなどから，構澄模型について定性的な類似性が考零
らPtるので，これらの粘弾性饅にも緩衝髄として吸振

『効果が期待される．

　ただゴムのようrc－一・一．つのブロックの時でさえも，純

輝な舅噺振動を利用することは，技衛的に見てなかな／

か困難であつた・（7號，研究）そのため勢噺型では擬

二次共鳴黙が早槻わnる傾向を持ち，防振効果の有

効範園を著しくせばある原因となつたが，パルプや紙

の揚合には何十枚，何百枚と重ね合わせたものである
から，周縁一との接鯛は非常に粗い面で行われることに

なる．從つて擬二次共鳴がすぐ起つて，そのままでは

ほとんど使用に耐えない．しかし塵縮型ではこのよう

な心配がなく，振動傳達寧，周波数曲線は非常に優秀

な結果を示す・この揚合，防振効果は當然防振材の形

歌や臨面積の大いさに關係するものと豫想されるが，

實際にはさほど大きな　尺
影響はなく，むしる厚　　1
、・の蝋・して大きく鑑3

ひびくことが明かとな傳2
つた，筆者はドサツ輩

型に翼申をくり抜いた
揚合ど，長方形の揚合　　”

について調べてみたが，

駆縮振動を利用すれば
　　　　1

振動傳達rp（R｝一岡波lyrf　l曲線

て襲振髄と被振動髄の面に入れるだけで，簡軍に罷飢

等についてもv・え1

ることであるう．
その詳細はまた別ρ　　　　勿　　　　紹　　50

の機會でもあれば　　　　　　第2圖
蓮タて見たいと思つている，傍考交猷．エ叢物理化事　III＞

《
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　　　第1圖

　　　　　　　　　　ウエスコポソ7”の理論

　　　　　　　　　　　　　（第1報ン

　　　　　　　　　　　　　宮　津　　純（機㈱

　摩擦ポンプは流燈摩擦によつて作場するポンプであ
るカ・・．雛によρ9は藤力注であるカ・從である醐

然としないものもある。ウエスコ爺ンプの回韓面に設一

けられた突起をM根車のM根とみれば，流路内に副次

流純誘導する～＼とが考えら泌・著者はこ縁でに
i進めてきた理論ξ實際との比較から，この溝ンプでは

観れ摩擦h｛主要な役をするものと考えるけれども誘

　　　　　　　　　　　導流れのi効果もしらべてみる

　　　　　　　　　　　必要はある．

　　　　　　　　　　　　本丈はその目的斥たいしτ

　　　　　　　　　　　粘力に副吹流れが聯成される
＝「一コ≒一「＝揚合の雛噂定灘叡た

Nものである。i墓本となる二つ
　　　　　　　　　　　の揚合についてつぎの結論を

　　　　　　　　　　　、ずた．

　　　　　　　　　　　　（1）誘導流れがポンプ流路

　　　　　　　　　　　の側方から流入する形式のも

　　　　「胸　　　　　のではポンプとして使V・　5’る

一ゆ @　　　　　　　一ゆ揚程，流量の範園は廣くなり

　L”！
ノ

　　ノ　ノノ1

圖のようにいずれも一一次の共鳴黙め上では傳達率が小

さく，非常に安定した結果を得ている．したがって突

然外部から豫期しない擾節が起つた揚合や，入れかえ

が可能な揚所などでほ，あDあわせの紙を適嘗に切っ

峠
　　　　第1圖
る・（第1圖）流入と流幽ξが組冷筋形式の電めにつ

いては検討中である・

流出する形式のものでは狼く
なる．

　〈2）いずれの揚合にも流路
にそう極力分布は直線的ゼな

く，拠物線分布がそれに加わ

る．流入する形式のものでは

そnだけ上昇し・郷する形
式のものではそれ濯け低下す
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